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1
昭
和
4
2
年
度
予
算
編
成
1

要
求
額
1
1
億
5
千
万
円

　
昭
和
四
十
二
年
度
の
予
算
編
成
は

各
課
の
説
明
聴
取
を
お
わ
り
、
目
下

市
の
財
政
課
で
調
整
が
す
』
め
ら
れ

て
お
・
市
長
の
査
定
が
行
な
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
明
年
度
の
予
算
は
、
地
方
財
政
計

画
や
地
方
債
計
画
、
減
税
措
置
な
ど

私
共
地
方
団
体
の
予
算
編
成
の
前
提

と
な
る
事
項
が
不
明
確
で
あ
り
、
年

度
当
初
国
が
暫
定
予
算
を
編
成
す
る

な
ど
、
国
家
予
算
の
全
貌
が
つ
か
め

な
い
た
め
現
段
階
で
歳
入
歳
出
に
つ

い
て
年
度
間
を
通
じ
て
の
確
実
な
見

通
し
を
た
て
る
こ
と
は
極
め
て
困
難

な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
今
年
は

統
一
地
方
選
挙
の
年
で
も
あ
り
こ
の

よ
う
な
背
景
の
下
で
積
極
性
に
と
ん

だ
弾
力
の
あ
る
通
年
予
算
の
編
成
は

な
か
く
困
難
で
従
前
に
も
ま
し
て

格
段
の
創
意
、
苦
心
が
要
求
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
予
算
編
成
に
あ
た

っ
て
は
、
国
の
施
策
、
制
度
に
大
き

な
変
化
は
な
い
と
し
て
現
行
制
度
に

よ
る
健
全
性
の
高
い
財
政
の
堅
持
を

第
一
義
と
し
て
市
民
生
活
の
向
上
、

投
資
的
経
費
の
充
実
へ

福
祉
の
増
進
を
二
大
柱
に
後
進
性
の

脱
却
を
め
ざ
し
て
市
経
済
の
安
定
成

長
に
努
め
る
こ
と
に
意
を
用
い
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
既
存
財
源

の
確
保
に
つ
い
て
は
特
段
の
努
力
を

傾
注
し
国
県
の
補
助
金
、
資
金
の
導

入
に
つ
い
て
は
自
縄
、
自
縛
の
弊
を

ま
ぬ
か
ぬ
よ
う
慎
重
か
つ
積
極
的
に

行
な
い
、
消
費
的
経
費
は
極
力
抑
制

し
経
常
的
収
支
の
効
率
化
、
投
資
的

経
費
の
充
実
を
図
る
よ
う
努
力
し
て

お
り
ま
す
。

　
現
在
各
課
か
ら
提
出
さ
れ
た
予
算

の
要
求
総
額
は
約
十
一
億
五
千
万
円

で
こ
れ
に
対
し
て
市
が
歳
入
と
し
て

見
込
ま
れ
る
財
源
は
九
億
五
千
万
円

お
よ
そ
、
二
億
円
の
歳
入
不
足
が
予

想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
内
容
を
み
ま

す
と
義
務
的
経
費
の
計
上
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
事
業
で
は
、
市
役
所
庁
舎

の
建
設
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
建

設
、
都
市
計
画
事
業
、
公
営
住
宅
の

建
設
、
教
育
施
設
の
整
備
拡
充
、
農

業
構
造
改
善
、
市
道
の
舗
装
整
備
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
経

費
の
精
査
と
収
入
の
積
算
が
す
』
む

　　雪まつり絵はがき一位に
十日町雪まっり委員会製作のミ雪まっり絵はがきミが県総合観

光コンクールに見事一位に入選し優勝楯とトロフイーなどを獲

得しました．

に
つ
れ
て
歳
入
の
不
足
は
縮
ま
っ
て

く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
大

型
の
要
求
額
を
ど
の
程
度
予
算
化
す

る
か
、
明
年
度
は
市
の
飛
躍
発
展
の

大
き
な
足
が
か
り
と
な
る
べ
き
年
で

も
あ
り
そ
の
措
置
は
極
め
て
慎
重
に

配
慮
し
て
お
り
ま
す
が
相
当
な
困
難

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
以
上
予
算
編
成
の
概
況
に
つ
い
て

述
べ
ま
し
た
が
こ
の
よ
う
な
異
常
の

事
態
の
も
と
で
の
本
格
的
な
年
間
予

算
の
編
成
は
か
な
り
の
冒
険
で
は
あ

り
ま
す
が
、
行
政
効
果
を
経
済
効
率

三
税
申
告
を

▼
購
獄
善
資
金
の
利
用
を
議

驚
鐙
鞭
撫

▼
貸
付
限
度
　
　
　
　
　
柵

　
　
．
企
業
者
辛
万
円
以
内
　
　
糊

㎜　▼
利
　
　
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賜

　
　
H
歩
．
．
銭
．
．
．
厘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賜

琳
▼
貸
付
鞘
　
　
　
　
　
　
横

鍋
　
．
．
向
以
内
　
　
　
　
　
悩

柵
▼
償
還
窪
　
　
　
　
　
　
幅

脇
　
．
．
ヵ
月
掘
置
．
干
』
ヵ
月
以
内
月
賦
悩

㎜　均
等
償
還

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅

　
▼
抑
　
　
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舗

　
　
必
要
と
認
め
た
場
合
徴
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

悩
▼
保
証
人
　
　
　
　
　
　
　
　
幅

の
あ
る
予
算
編
成
を
確
保
す
べ
く
努

力
し
て
お
り
ま
す
の
で
予
算
編
成
の

困
難
さ
に
つ
い
て
深
く
ご
理
解
を
い

た
だ
き
格
段
の
御
協
力
を
お
ね
が
い

し
ま
す
。本
化

事
業
税
、
住
民
税
の
申
告
を
省
略

　
納
税
者
の
申
告
手
続
の
簡
略
化
に

つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
検
討
さ
れ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
昭
和

四
十
一
年
度
か
ら
所
得
税
の
申
告
手

続
を
次
の
と
お
り
簡
素
化
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

L
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し

　
た
納
税
者
は
、
個
人
事
業
税
お
よ

　
び
個
人
住
民
税
の
申
告
書
を
提
出

　
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

乞
所
得
税
の
確
定
申
告
書
に
は
、
個

　
人
事
業
税
、
お
よ
び
個
人
住
民
税

　
に
関
す
る
事
項
も
必
ず
記
載
し
な

　
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

3。

個
人
事
業
税
ま
た
は
個
人
住
民
税

　
の
申
告
義
務
の
あ
る
方
で
所
得
税

　
の
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い

　
方
に
つ
い
て
は
、
個
人
事
業
税
ま

　
た
は
個
人
住
民
税
の
申
告
を
し
な

　
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

従
来
所
得
税
、
事
業
税
、
住
民
税
の

三
通
の
申
告
書
を
提
出
し
て
い
た
の

で
す
が
、
こ
の
度
の
改
正
に
よ
り
、

今
後
は
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
み

を
税
務
署
へ
提
出
す
れ
ば
よ
い
こ
と

に
な
る
の
で
手
続
き
が
簡
単
に
な
っ

た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
所
得
税
の
納
税
相
談
に
新
し
い
こ

こ
ろ
み
．
膏
色
申
告
者
と
そ
の
他
所

得
者
（
給
与
所
得
者
不
動
産
所
得
者

等
）
の
来
署
依
頼
に
よ
る
納
税
相
談

を
廃
止
し
ま
し
た
．

　
従
来
は
一
般
に
自
主
申
告
の
基
盤

が
十
分
で
な
か
っ
た
の
で
納
税
者
ご

と
に
「
何
月
何
日
の
何
時
」
と
あ
ら

か
じ
め
相
談
日
を
定
め
て
お
い
で
願

い
、
申
告
等
に
つ
い
て
相
談
の
上
、

．
・
。
”
”〆
切
り

由
告
し
て
い
た
だ
く
「
来
署
依
頼
に

よ
る
納
税
相
談
」
を
つ
づ
け
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
今
年
は
申
告
納
税
制

度
を
理
想
的
な
姿
に
近
づ
け
て
い
く

た
め
相
談
は
や
め
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
な
お
申
告
書
等
で
お
わ
か

り
に
な
ら
な
い
点
は
、
い
つ
で
も
税

務
署
で
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
お
り
ま
す
が
、
三
月
に
入
る
と

混
雑
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
早
目
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
申
告
所
得
税

　
確
定
申
告
と
納
税
は

　
　
　
三
月
十
五
日
ま
で

◎
確
定
申
告
で
税
金
を
納
め
る
方
、

　
確
定
申
告
で
第
三
期
分
の
税
金
を

　
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
は
、

　
三
月
十
五
日
が
納
期
限
で
す
か
ら

　
お
忘
れ
な
く
納
税
を
す
ま
せ
て
下

　
さ
い
。

　
な
お
大
変
便
利
な
預
金
口
座
か
ら

　
の
振
替
納
税
制
度
を
利
用
さ
れ
て

　
い
な
い
方
は
、
第
三
期
分
か
ら
是

　
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
延
納
制
度
の
活
用
で
楽
な
納
税
を

　
第
三
期
分
の
税
額
が
大
巾
に
増
加

　
し
た
た
め
一
時
に
納
税
が
困
難
な

　
方
は
、
納
期
限
内
に
次
に
掲
げ
る

　
一
定
額
以
上
を
納
付
し
た
残
額
に

　
つ
い
て
、
必
要
な
手
続
を
す
れ
ば

　
五
月
三
十
一
日
ま
で
延
納
が
認
め

　
ら
れ
ま
す
。

　
L
予
定
納
税
額
の
あ
る
方
は
、
第

迫
る
〃

農
地
報
償
金
の
請
求

　
戦
後
行
な
わ
れ
た
農
地
改
革
で
、

農
地
を
買
収
さ
れ
た
解
放
地
主
に
対

し
て
、
国
か
ら
報
償
金
が
支
給
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
報
償
金
は
請
求
し
な
け
れ
ば

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
請
求
期
限

が
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
、
〆
切
り

が
間
近
か
に
迫
っ
て
お
り
ま
す
の
で

該
当
者
で
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
至
急
農
業
委
員
会
に
申
し
出

て
そ
の
手
続
き
を
と
ら
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
◎
農
地
報
償
国
庫
債
券
の
買
上

　
　
げ
に
つ
い
て

　
生
活
被
保
護
者
及
び
、
要
保
護
者

を
対
象
に
、
農
地
報
償
金
の
国
庫
債

券
を
買
上
償
還
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
希
望
者
は
農
業
委
員
会

に
申
し
出
て
下
さ
い
。

　
◎
農
地
報
償
国
庫
債
券
を
担
保

　
　
に
融
資
す
る

L
借
受
人
の
資
格

　
国
債
の
記
名
者
と
す
る
（
但
し
、

　
記
名
者
の
う
ち
、
国
債
を
供
有
す

　
る
者
、
及
び
法
人
格
の
な
い
団
体

　
は
借
受
の
資
格
を
有
し
な
い
。
）

乞
資
金
の
使
途

　
事
業
資
金
（
生
業
資
金
）
に
限
る

翫
貸
付
限
度

　
国
債
の
償
遺
期
限
末
到
来
賦
札
金

　
額
に
、
次
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た

　
金
額
の
合
計
額
以
内
と
す
る
。

　
但
し
、
十
万
円
を
限
度
と
す
る
。

　
期
限
未
来
賦
札
枚
数
　
　
割
　
合

　
　
二
期
分
の
一
・
六
倍
。
た
だ
し

　
　
納
税
貯
蓄
組
合
員
は
、
第
二
期

　
　
分
相
当
額
。

　
乞
確
定
申
告
で
あ
ら
た
に
納
税
す

　
　
る
方
は
第
三
期
分
税
額
の
二
分

　
　
の
一

◎
確
定
申
告
で
税
金
の
戻
る
方

　
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
、
予
定

　
納
税
し
た
税
金
が
納
め
す
ぎ
に
な

　
っ
て
い
る
方
は
、
確
定
申
告
を
す

　
れ
ば
税
金
が
還
付
さ
れ
ま
す
の
で

　
早
目
に
申
告
し
て
税
金
の
還
付
を

　
受
け
て
下
さ
い
。

　
振
替
納
税
や
延
納
の
手
続
、
ま
た

　
は
還
付
金
の
支
払
等
で
、
ご
不
明

　
の
点
は
、
お
気
軽
に
税
務
署
ま
で

　
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
家
庭
児
童
相
談
室

　
　
　
中
魚
沼
社
会
福
祉
事
務
所

　
つ
ぎ
の
よ
う
な
子
供
や
、
家
庭
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
性
格
習
慣
の
相
談

▽
知
能
言
語
の
相
談

▽
学
校
生
活
の
相
談

▽
非
行
の
相
談

▽
家
族
関
係
の
相
談

▽
環
境
福
祉
の
相
談

▽
身
体
障
害
の
相
談

　
　
相
談
員
　
佐
野
勝
之
助
先
生

　
ス
ノ
ー
ボ
ー
ト
配
置

　
こ
の
度
N
H
K
及
び
、
新
潟
県
共

同
募
金
会
よ
り
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ト
の

配
分
が
あ
り
市
民
体
育
舘
に
一
台
、

吉
田
出
張
所
に
一
台
配
置
し
ま
し
た

　
　
　
　
九
枚

　
　
　
　
八
〃

　
　
　
　
七
〃

　
　
　
　
六
〃

　
　
　
　
五
〃

　
　
　
　
四
〃

　
　
　
　
三
〃

　
　
　
　
二
〃

　
　
　
　
一
〃

4
貸
付
期
間

七
五
％

七
七
〃

七
九
〃

八
一
〃

八
四
〃

八
六
〃

八
九
〃

九
一
〃

九
四
〃

　
五
年
以
内
と
す
る

5。

貸
付
利
率

　
年
六
分
（
延
滞
利
息
も
同
率
）

己
償
還
方
法

　
国
債
の
償
還
日
を
支
払
日
と
し
、

　
年
賦
償
還
と
す
る
。

7。

担
保

　
国
償
を
担
保
と
す
る
。

O
借
受
希
望
さ
れ
る
方
は
、
十
日
町

　
市
農
業
委
員
会
に
お
申
し
込
み
下

　
さ
い
。

㎜
購
羅
…
…
罎
岬
離
離
驚

一㎜
　
昭
和
4
1
年
度
第
二
回

脳
　
新
潟
県
保
母
試
験

㎜
一
、
受
験
資
格

闘
　
ω
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校

㎜
　
　
を
卒
業
し
た
者

馴旧
　
　
（
三
月
卒
業
見
込
み
の
者
及
び

㎜
　
　
旧
中
等
学
校
令
に
よ
る
中
等
学

剛旧
　
　
校
を
卒
業
し
た
者
を
含
む
）

㎜
　
②
満
十
八
才
に
達
し
て
後
児
童
福

㎜
　
　
祉
施
設
に
お
い
て
三
年
以
上
児
．

㎜
　
　
童
の
保
護
業
務
に
従
事
し
た
者

馴
旧
二
、
受
験
手
続

㎜
　
ω
保
母
試
験
申
請
書
（
県
指
定
の

ド
旧
　
　
も
の
）

…
　
②
履
歴
書
（
申
請
書
に
記
入
欄
あ

し
帽
　
　
り
）

酬
　
③
戸
籍
抄
本

コ

㎜
　
④
受
験
資
格
証
明
書
類
（
申
請
書

酬
　
　
に
記
入
欄
あ
り
）

ロ
㎜
　
⑤
写
真
　
二
枚
必
要

剛
三
、
出
願
書
類
の
提
出
期
日

ド

㎜
　
昭
和
四
十
二
年
二
月
五
日
よ
り
二

胴
　
月
二
十
八
日
（
当
日
消
印
有
効
）

㎜
　
新
潟
県
民
生
部
児
童
課
保
母
試
験

一
　
係
宛

㎜
四
、
試
験
日
程

騙
　
新
潟
、
長
岡
、
高
田
会
場
共
　
三
月

㎜
　
二
十
七
日
、
二
十
八
日
、
二
十
九
日

ロ
旧
　
実
習
、
実
地
試
験
　
新
潟
市
三
月

㎜
　
三
十
日

ロ
旧
尚
不
明
の
点
は
市
役
所
福
祉
事
務
所

㎜
へ
間
合
せ
て
下
さ
い
。

ロ

㎜
電
線
に
触
れ

■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

個
　
　
　
な
㌧
よ
う

酬
　
積
雪
に
よ
る
感
電
事
故
防
止
の
た

ド

㎜
め
、
次
の
点
に
つ
い
て
皆
様
の
ご
注

剛
意
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

旧
㎜
ω
雪
お
ろ
し
の
時
は
、
電
線
や
ト
ラ

關
　
ン
ス
な
ど
に
雪
を
あ
て
な
い
よ
う

㎜
②
積
雪
で
道
路
が
電
柱
の
高
さ
近
く

聞
　
に
な
っ
て
、
高
圧
電
線
や
ト
ラ
ン

㎜
　
ス
が
通
行
人
に
ふ
れ
や
す
い
状
態

ハ

胴
　
の
と
こ
ろ
も
あ
り
危
険
で
す
か
ら

㎜
　
絶
対
に
さ
わ
ら
な
い
で
下
さ
い
。

口
③
特
に
断
線
し
て
た
れ
さ
が
っ
て
い

　
　
る
電
線
を
発
見
さ
れ
た
と
き
は
、

　
　
さ
わ
ら
な
い
で
当
社
へ
至
急
ご
連

　
　
絡
下
さ
い
。

　
㈲
児
童
の
登
下
校
に
は
、
危
険
の
場

　
　
所
を
通
ら
ぬ
よ
う
。
ま
た
ス
キ
ー

　
　
な
ど
の
遊
び
場
所
は
電
柱
、
電
線

　
　
支
線
、
ト
ラ
ソ
ス
な
ど
の
危
阪
物

㎝
　
　
の
な
い
場
所
を
選
ぶ
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
北
電
力
）

口

一276一
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il

膨．」

告
示
第
三
号

　
地
方
自
治
法
第
二
四
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
く
「
十
日

　
町
市
財
政
事
情
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
の
定
め
る

　
と
こ
ろ
に
ょ
り
、
昭
和
四
十
一
年
七
月
一
日
よ
り
同
年
十
二
月

　
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
本
市
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま

　
す
。

　
　
昭
和
四
十
二
年
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
＋
日
町
市
長
村
山
謙
吉

市有ご財「産の状璽況

種　　別 面積（㎡） 金　額

土　　　　地 17，291，239 千　円

建　　　　物 91，369

基金・公社債 50，203

昭和41年度

一般会計総額（千円）（千円）
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表折分別質性出才

四
一
、
六
二
四

補
　
　
助
　
費

二
三
、
九
四
一

扶
　
助
　
費

二
九
、
九
〇
八

物
　
件
　
費

一
二
三
、
七
九
〇

そ
　
　
の
　
他

二
四
八
、
四
四
六

人
　
件
　
費

三
一
五
、
五
三
九

投
資
的
事
業
費

一般会計（千円）

市民負担状況

6，299円税1人当り

2，L94円保険料1人当り

（
執
行
姦
）

六
七
六
、
二
八
七

支
出
、
済
額

（
収
入
蕩
）

六
九
六
、
四
〇
二

収
入
済
額

九
六
四
、
二
四
八

＋
二
月
未
予
算

八
四
三
、
二
五
四

当
初
予
算

一時借入金の状況（千円）

30．800借人累計額

0額済返

30，800額残

特別会計内訳（千円）

市税の分析表（千円）（千円）

会計　名 予算額 比率
国民健康保険 187，269 63．7

診　療　所 36，229 12．3

上　水　道 66，452 22．6

簡易水道 2，851 1．0

と　畜　場 1，312 O．4

計 294，113 100

田∫手ま三（孝見

131，939

　　42％

況犬』市債の

軽自動車税7，199　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　ての他
木材取引税　292
　　　　　　　　＿　　　　　　　　　12，187

僧、史、灘il617酪鐙・％

　　　　　　　　　　　　　　6％

　　　　　　　　たぱこ1肖費f克

　　　　　　　　28，931

　　　　　　　　　　　．9％　市税総額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　316，098

　　　　　　　　　　　　　　　　　　100％

　　　　　　　　　　　固定資産税

　　　　　　　　　　　　　　　124，116

　　　　　　　　　　　　　　　　　39％

ノ￥　蔵　　省

　　294，〔）49

　　　　7400

その他

21，511

＼59。

昔入先別

396，729

100％

郵政省
　81，169

　2100

育

56，319

39％

教

その他

83，027

2i％

目的別

396，729

100％

航木債＼
17，5〔）5　　4％

～
災害債

　22，066

　6％ノ

道　　債

17，812

　30％

水

翻2”留昌
刷
剛

　
　
四
月
の
地
方
統
一
選
挙
も
近
ず
き

擶
膿
ま
し
た
が
、
選
挙
権
は
、
満
二
十
才

膿
に
な
ら
れ
て
も
「
申
出
書
」
を
提
出

㎜
㎜

旧
旧
し
な
い
と
選
挙
人
名
簿
に
載
り
ま
せ

　
ん
の
で
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
方

澱
撰
は
必
ら
ず
申
出
し
て
下
さ
い
。

版　
L
満
二
十
才
に
な
ら
れ
た
そ
の
日
叉

溜
　
は
そ
の
後
で
も
よ
い
。

胤
乞
三
カ
月
引
続
い
て
十
日
町
市
に
住

　
　
ん
で
お
ら
れ
る
方
。

牌　
3
昭
和
二
十
一
年
十
月
十
日
ま
で
に

猛溜
　
生
ま
れ
た
方
は
名
簿
に
載
っ
て
い

㎜
㎜
　
る
の
で
す
が
漏
れ
た
方
。

・
剛
ヰ
昭
和
二
十
一
年
十
月
十
一
日
よ
り

お

＝
　
昭
和
二
十
二
年
三
月
一
日
ま
で
に

説
　
生
ま
れ
た
方
は
、
三
月
一
日
ま
で

・
引
　
に
申
出
書
を
提
出
し
で
下
さ
い
。

・
…
ε
昭
和
二
十
二
年
三
月
二
日
以
後
に

引
　
生
ま
れ
た
方
は
、
四
月
選
挙
に
は

＝
　
投
票
出
来
ま
せ
ん
が
、
随
時
「
申

誹
　
出
」
し
て
下
さ
い
。

訊

成
人
に
な
ら
れ
た
方
は
申
出
を

　
　
　
1
永
久
選
挙
人
名
簿
登
録
1

第18回雪まつり

乱
学
生
で
他
市
町
村
へ
下
宿
又
は
寮

　
に
入
っ
て
お
る
方
は
登
録
で
き
ま

　
せ
ん
。

λ
申
出
書
は
市
役
所
、
市
民
課
又
は

　
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

　
旧
金
鶏
勲
章
受
有
者

　
に
一
時
金
十
万
円
を

　
支
給
〃

　
旧
勲
章
年
金
受
給
者
に
関
す
る
特

別
措
置
法
の
施
行
に
伴
5
受
給
権
者

の
該
当
者
が
あ
り
ま
し
た
ら
住
所
、

氏
名
、
叙
賜
番
号
、
同
年
月
日
を
福

祉
事
務
所
へ
報
告
下
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

一
、
受
給
権
者
の
要
件

ω
昭
和
二
十
年
十
二
月
三
十
一
日
に

　
お
い
て
旧
金
鶏
勲
章
年
金
令
（
明

　
治
二
十
七
年
勅
令
第
一
七
三
号
）

　
に
よ
る
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有

　
し
て
い
た
者
．

【
注
】
昭
和
十
五
年
四
月
二
十
八
日

　
以
前
に
勲
章
を
叙
賜
さ
れ
た
者
．

②
昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
現
在
生

存
し
て
い
る
者
．

二
、
一
時
金
の
額

　
十
万
円

三
、
権
利
の
受
継

①
一
時
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る

　
者
が
、
昭
和
三
十
八
年
四
月
二
日

以
後
に
死
亡
し
た
場
合
は
死
亡
し

　
た
者
の
相
続
人
が
請
求
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
。

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
阿
部
隆
治
さ
ん
（
千
代
田
町
）
母

親
タ
カ
さ
ん
（
六
五
才
）
死
亡
に
ょ

り
香
典
返
し
と
し
て
一
万
円
を
ま
た

十
日
町
警
察
署
よ
り
匿
名
五
〇
〇
円

と
一
二
一
円
、
村
山
、
・
・
ヨ
シ
さ
ん
五

八
九
円
、
坂
田
嘉
津
さ
ん
（
本
町
六

丁
目
の
二
）
千
円
、
服
部
由
吉
さ
ん

（
笹
之
沢
）
八
八
八
円
、
駅
通
り
ハ

ギ
ヤ
さ
ん
よ
り
ラ
ソ
ド
セ
ル
、
ズ
ッ

ク
袋
男
子
用
十
個
、
女
子
用
十
個
を

社
会
福
祉
事
業
に
と
寄
付
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。

き
晦
‡
’
・
8
き
命
－
h
略
一
等
』

と火と着物雪

摺
．
一
　
第
十
八
回
雪
ま
つ
り
は
去
る
十

皿
㎜
一
、
十
二
日
の
二
日
間
盛
大
に
開
か

…
㎜
れ
ま
し
た
。

㎜
…
　
前
夜
祭
は
織
物
の
限
り
な
い
前
進

湿
を
表
わ
す
”
未
来
”
と
名
ず
け
ら
れ

織
誹
た
ス
テ
ー
ジ
で
華
か
に
く
り
展
げ
ら

…
㎜
れ
ま
し
た
。
舞
台
は
二
五
〇
年
の
伝

瓢
統
を
も
つ
菅
沼
神
楽
か
ら
は
じ
ま
り

　

綴
続
い
て
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

写真は銀賞の墓「10万都市建設のつちおと」

ハ
ー
モ
ニ
ー
、
そ
し
て
こ
の
夜
の
圧

巻
キ
モ
ノ
シ
ョ
ー
が
十
五
人
の
モ
デ

ル
に
よ
り
展
開
さ
れ
数
々
の
優
れ

た
十
日
町
織
物
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
，
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
　
繊
労
一
〇
〇

人
に
よ
る
＋
日
町
民
謡
の
踊
り
、
舞

台
ウ
ラ
に
仕
か
け
ら
れ
た
七
色
の
ス

タ
ー
マ
イ
ソ
が
打
ち
h
げ
ら
れ
、
紋

紙
焼
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

【
雪
の
芸
術
展
】

▽
金
賞
　
一
寸
法
師
（
高
田
町
二
）

交
通
魔
退
治
（
高
田
町
一
）

▽
銀
賞
　
こ
よ
い
か
ぎ
り
の
悪
議
山

（
越
後
交
通
）
平
和
へ
の
祈
り
（
青

年
学
級
）
十
万
都
市
建
設
の
つ
ち
お

と
（
市
役
所
互
助
会
）

▽
銅
賞
　
雪
亭
（
百
翠
会
）
一
丁
目

サ
ー
ビ
ス
丸
（
本
町
一
丁
目
振
興

組
合
）
湖
（
職
業
訓
練
所
）
黒
い
霧

怪
獣
ゴ
キ
ラ
（
保
健
所
）
ウ
ル
ト
ラ

観
音
（
電
報
電
話
局
）
追
わ
れ
る

昔
の
童
話
（
専
門
店
会
）
魔
神
怒
る

（
東
北
電
力
）

市
民
ス
キ
ー
大
会
（
十
二
日
権
現
山
）

“
男
子
“

〔
壮
年
組
〕
①
小
堺
武
治
（
東
北
電

力
）
〔
青
年
組
〕
①
津
畑
誠
一
（
十
実
）

〔
成
年
組
〕
①
高
橋
健
一
（
高
秀
）

〔
少
年
組
〕
①
渡
辺
泰
雄
（
吉
田
中
）

〔
中
年
組
〕
①
茂
野
正
毅
（
市
役
所
）

〔
O
・
B
〕
①
月
岡
久
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